
図面名称 図面名称図面番号

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

図面番号

（共通）特記仕様書1

（共通）特記仕様書2

（共通）案内図・配置図・改修概要・仮設計画図 A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-14

A-15

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟屋上・外壁等改修工事

（1600棟）凡例・1階平面図

（1600棟）2階、3階平面図

（1600棟）屋上平面図

（1600棟）1階、2階天井伏図

（1600棟）3階、屋上天井伏図

（1600棟）北側立面図

（1600棟）南側立面図

（1600棟）東側、西側立面図

（1600棟）階段(1)平面図、天井伏図、展開図

（1600棟）階段(2)平面図、天井伏図、展開図

（1700棟）凡例・1階平面図

（1700棟）2階、3階平面図

（1700棟）屋上平面図

（1700棟）1階、2階天井伏図

（1700棟）3階、屋上天井伏図

（1700棟）北側立面図

（1700棟）南側立面図

（1700棟）東側、西側立面図

（1700棟）階段(1)平面図、天井伏図、展開図

（1700棟）階段(2)平面図、天井伏図、展開図

図面番号

A-00

-/-

（共通）表紙、図面一覧

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計

-

-

※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟



共同住宅

び工程

２．改修工法の種類及

    Ｘ　：ウレタンゴム系塗膜防水工法   Ｅ　：屋内防水密着工法

塗膜防水工法（エクセルテックス101工法同品質以上）」に読み替えることとする。

「ウレタンゴム系塗膜防水工法」を含むものについては、「ポリマーセメント系無機質

(表3.1.1) 4　  防水改修工法の種類及び工程    * (   )(   )(   )工法XL

 ③ 新規防水工法の種別による区分

 ① 既存防水工法による区分

    凡例 (   ) (   ) (   ) 工法

 ② 既存の保護層及び防水層の撤去・非撤去による区分

ス101工法同品質以上とする。これに伴い、当該特記仕様書、改修標準仕様書において、

　新規防水工法については、ポリマーセメント系無機質塗膜防水とし、エクセルテック

(表3.7.1) 

(表3.8.1)～(表3.8.4) 

(表3.6.1) 

(表3.6.1) 

(表3.5.1) 

(表3.5.1) 

(表3.4.3) 

(表3.4.2) 

(表3.4.1) 

(表3.3.10) 

(表3.3.9) 

(表3.3.8) 

(表3.3.7) 

(表3.3.6) 

(表3.3.5) 

(表3.3.4) 

(表3.3.3) 

(表3.1.2) 

 ･ PU-2(ポリウレタン系) ･ PS-2(ポリサルファイド系) ･ AC-1(アクリル系)

 ･ SR-1(シリコーン系)   ･ SR-2(シリコーン系)       ･ MS-2(変成シリコーン系)

  Ｔ：保護アスファルト断熱工法        Ｌ：ウレタン系塗膜防水工法

　  種類及び工程  ･ ＰＯＸ工法              ( ･ Ｘ-1    ･ Ｘ-2  )

　  仕様､品番：３ＡＫ－１５０Ｎ(同等品)

　  製造所   ：三協立山

　  材料､工法､その他は､(3.9.2)(3.9.3)及び､メーカー仕様による｡

　  仕様､品番：

　  製造所   ：

　  工法､その他は､(3.8.2)(3.8.3)による｡

　  材料  ･ 軒樋    ･ 硬質塩化ビニル管(ｶﾗｰ）    ･ 半丸    ･ 角形

　  形状、寸法     * 10mm×10mm  ･ 10mm×15mm   ･ 20mm×10mm  ･ 20mm×15mm

　  施工箇所

　  シーリング材の種類

　  適用範囲、材料、各工法は、試験は、(3.7.1)～(3.7.8)による。

　  保証　※屋根防水10年間保証書提出のこと

　  ウレタン塗膜防水の工法は、密着工法のメッシュ補強入りとする。

　  施工は、(3.6.4)による。

　  適用範囲、材料は、(3.6.1)～(3.6.2)による。

  　施工は、(3.5.4)による。

　  種別及び工程

  　適用範囲、材料は、(3.5.1)～(3.5.2)による。

　

　  施工は、(3.4.4)による。

　  種別及び工程  ･ Ｍ４ＡＳ工法     ( ･ ＡＳ-1 ･ ＡＳ-2 ･ ＡＳ-3 )

　  適用範囲、材料は、(3.4.1)～(3.4.2)による。

　  施工、保護層等の施工は、(3.3.4)～(3.3.5)による。

　  種類及び工程  ･ Ｐ１Ｂ工法              ( ･ Ｂ-1    * Ｂ-2   )

　  適用範囲、材料は、(3.3.2)による。

  適用範囲、材料、既存保護層の撤去、既存防水層の撤去、ルーフドレイン廻りの

　  シーリング改修工法の種類及び工程

塗 膜 防 水

合成高分子系ルー

                  ･ Ｍ３ＡＳ、ＰＯＡＳ工法

        ･ 拡幅シーリング充填工法       ･ ブリッジ工法

  ４: 露出防水層非撤去 (立上り部等は、表3.1.1による。)

  処理、既存下地の補修及び処理は、(3.2.1)～(3.2.6)による。

②  既存の保護層及び防水層の撤去・非撤去による区分

  ２：保護層撤去及び防水層非撤去 (立上り部等は、撤去)

  ０: 保護層及び防水層非撤去 (立上り部等は、表3.1.1による。)

                                     ( ･ ＡＳ-4 ･ ＡＳ-5 ･ ＡＳ-6 )

        ･ シーリング充填工法           ･ シーリング再充填工法

                  ･ Ｐ２ＡＩ工法            ( ･ ＡＩ-1  * ＡＩ-2 )

４．

                  ･ Ｐ２Ａ工法              ( ･ Ａ-1    * Ａ-2   )

  １：保護層及び防水層撤去            ３：露出防水層撤去

  ＡＳＩ：改質アスファルトシート防水断熱工法

  ＤＩ　：屋根露出防水断熱工法         ＡＳ：改質アスファルトシート防水工法

③  新規防水工法の種別による区分

５．

シート防水

７．

  ･ Ｓ３Ｓ、Ｓ３ＳＩ工法

既存防水層の処理

  ＳＩ　：合成高分子系ルーフィングシート防水断熱工法

  Ｃ　　：屋根露出防水密着工法    　   Ｄ　：屋根露出絶縁工法

        ･ Ｓ-Ｍ2(ＳＩ-Ｍ2) ･ Ｓ-Ｍ3(ＳＩ-Ｍ3) )

シ ー リ ン グ

          ･ 堅樋    ･ 硬質塩化ビニル管(ｶﾗｰ) φ75A  ･ ステンレス製管   φ

                   ･ (          )

９．

改質アスファルト

アスファルト防水

  ＡＩ　：屋根保護防水密着断熱工法     ＢＩ：屋根保護防水絶縁断熱工法

                  ･ ＰＩＥ、Ｐ２Ｅ工法      ( ･ Ｅ-1    * Ｅ-2   )

                                            ( ･ ＤＩ-1  * ＤＩ-2 )

  Ｓ　　：合成高分子系ルーフィングシート防水工法

                  ･ Ｍ３Ｄ、ＰＯＤＩ工法    ( ･ Ｄ-1    * Ｄ-2   )

      ( ･ Ｓ-Ｆ1(ＳＩ-Ｆ1) ･ Ｓ-Ｆ2(ＳＩ-Ｆ2) )

                  ･ ＰＯＤＩ、Ｍ３ＤＩ、Ｍ４ＤＩ工法

  Ａ　　：屋根保護防水密着工法         Ｂ　：屋根保護防水絶縁工法

３．

①  既存防水工法による区分

                  ･ ＰＯＡＳＩ、Ｍ３ＡＳＩ、Ｍ４ＡＳＩ工法

      ( ･ Ｓ-Ｍ1(ＳＩ-Ｍ1) ･ Ｓ-Ｍ2(ＳＩ-Ｍ2) ･ Ｓ-Ｍ3(ＳＩ-Ｍ3) )

６．

  ･ Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩ工法

                  ･ Ｐ４Ｃ工法              ( ･ Ｃ-1    * Ｃ-2   )

                                     ( ･ ＡＳＩ-1    ･ ＡＳＩ-2  )

  Ｐ：保護アスファルト防水工法        Ｍ：露出アスファルト防水工法

   フィングシート

      ( ･ Ｓ-Ｆ1(ＳＩ-Ｆ1) ･ Ｓ-Ｆ2(ＳＩ-Ｆ2) ･ Ｓ-Ｍ1(ＳＩ-Ｍ1) 

  Ｓ：合成高分子系ルーフィングシート防水工法

アルミニウム製

と い

 ･  外部仕上と金物・枠周囲との取合い     ･ 外壁パネルのジョイント廻り

笠木

 ･  屋根、外壁等を貫通するパイプ廻り(設備スリーブを含む)

          ･ 樋受金物   ･ ステンレス製(既製品)      ･樹脂製(既製品)

 ･  バルコニー廊下等の支柱柱脚廻り       ･ 他図示による。

 ･  各階の外壁コンクリート打継ぎ目地     ･ 外壁及び浴室出入口の建具廻り

８．

10．

防水   ･ ＰＯＳ、ＰＯＳＩ、Ｓ４Ｓ、Ｓ４ＳＩ工法

                  ･ Ｐ１ＢＩ、Ｔ１ＢＩ工法  ( ･ ＢＩ-1  * ＢＩ-2 )

                  ･ Ｌ４Ｘ工法              ( ･ Ｘ-1    * Ｘ-2ﾀｲﾌﾟ)

６．

５．コ ン ク リ ー ト

材 料４．

３．

  適用範囲、基本要求品質、施工一般については、(4.1.1)～(4.1.3)による。一 般 事 項１．

　　・調査方法　　　　　　・全面打診法　　　　　　・全面赤外線装置法

　　・調査時期　　　　　　・外壁仕上げ等除去前　　・外壁仕上げ等除去後

　　・事前調査調査範囲　　・外壁全面　　　　　　　・図示の範囲

　施工に先立ち、施工数量調査を行う。 (1.5.2) 

事前調査

補修部施工数量２．

(表4.2.4) 

                                               (4.3.15)及びメーカー仕様による。

                                               (4.3.14)及びメーカー仕様による。

　  仕様、品番：Ｃ工法  同品質以上

　  製造所：㈱麻生

  ･ 鉄筋露出部補修　コーナー部

  ･ 鉄筋露出部補修　軒裏部

　  製造所：㈱麻生

　  仕様、品番：Ｂ－４工法  同品質以上

　  適用範囲、一般事項は、(4.3.1)～(4.3.3)による。

　  適用範囲、一般事項は、(4.4.1)～(4.4.4)による。

　  仕上げ塗り材

　  材料、工法別仕様材料は、(4.2.2)及びメーカー仕様による。

  ･ Ｕカットシール材充填工法   (4.3.5)及びメーカー仕様による。

  ･ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法 (4.3.10)及びメーカー仕様による。

  ･ モルタル塗替え工法         (4.4.9)及びメーカー仕様による。

  ･ シール工法                 (4.3.6)及びメーカー仕様による。

  ･ 樹脂注入方法     (4.3.4)及びメーカ仕様による。

        * 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法   ･ 手動式低圧エポキシ樹脂注入工法

                                               (4.3.12)及びメーカー仕様による。

   げ外壁の補修

モルタル塗り仕上

                                               (4.3.13)及びメーカー仕様による。

  ･ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法 (4.3.11)及びメーカー仕様による。

  ･ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

  ･ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

  ･ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

        ･ 機械式エポキシ樹脂注入工法 

  ･ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

  ･ 充填工法                   (4.3.8)及びメーカー仕様による。

  ･ Ｕカットシール材充填工法   (4.3.5)及びメーカー仕様による。

  ･ 充填工法                   (4.3.7)及びメーカー仕様による。

        * 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法   ･ 手動式低圧エポキシ樹脂注入工法

  ･ シール工法                 (4.3.6)及びメーカー仕様による。

  ･ 樹脂注入工法     (4.3.4)及びメーカー仕様による。

        ･ 機械式エポキシ樹脂注入工法 

                          軒天：

       ･ 仕様、品番、色： 内壁：

                          外壁：

   打放し外壁の改修

                          天井：

       ･ 製造所：         内壁：                    天井：

                          外壁：                    軒天：

 　　　 　･ マスチック塗材塗り

          ･ 可とう形改修用仕上塗材塗り   ･ 各種塗料塗り

          ･ 薄付け仕上塗材塗り（ 外装薄塗材 E ゆず肌状ローラー仕上げ ）

 　　　　 ･ 厚付け仕上塗材塗り   ･ 複層仕上塗材塗り

鉄筋露出部補修

        　　・ 全日本外壁ピンネット工事業共同組合  タケモルネット貼り工法

        　　・ 田川産業㈱  ＳＤネット工法

         上記工法、同品質以上

 ･ 外壁剥落防止工法(ネット工法)

            ･ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

    ･ 浮き部改修工法

 ･ コンクリート打放し仕上外壁

                

・ 保 証     ※ 外壁剥落10年間保証書、提出のこと。

            ･ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

    ･ ひび割れ部改修工法

 ･ モルタル塗り仕上げ外壁

            ･ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

            ･ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

            ･ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 ･ 塗り仕上げ外壁

            ･ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・ 仕 様  

            ･ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

       改修後の新規仕上の種類

               

    ･ 目地改修工法

            ･ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

            ･ タイル部分張り替え工法       ･ タイル張り替え工法

            ･ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

            ･ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

    ･ 欠損部改修工法

            ･ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

    ･ ひび割れ部改修工法      * 樹脂注入工法  ･ Ｕカットシール材充填工法

 ･ タイル張り仕上げ外壁

            ･ 目地ひび割れ部改修工法       ･ 伸縮目地改修工法

            ･ 

    ･ ひび割れ部改修工法

外壁改修工法の

              * 樹脂注入工法  ･ Ｕカットシール材充填工法  ･ シール工法 

種類

              * 樹脂注入工法  ･ Ｕカットシール材充填工法  ･ シール工法

            ･ 充填工法               ･ モルタル塗替え工法

    ･ 欠損部改修工法          ･ 充填工法      ･ モルタル塗り替え工法

            ･ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

    ･ 欠損部改修工法          * 充填工法      ･ (                  )

(4.1.5) 

(4.1.4)(c) 

(4.1.4)(b) 

(4.1.4)(a) 

         ･ 養生用金網枠

         ･ シートゲート(W3.6m×H4.5m)     ･ パネルゲート(W6.8m×H4.5m)

高さ     ･ 1.5m         ･ 1.8m            ･ 3.0m

(表2.3.1) 

工事用水・工事用

　等は請負者が負う。

  また、工事用水利用の際に発生する漏水、漏電等の事故の責任及び入居者への補償

  ただし、水道利用の手続き、費用負担は請負業者による。

　工事用水に関しては、団地内の空室から利用できる。

　  工事用電力  構内既存の施設 ･ 利用できる( * 有償 ･ 無償)   * 利用できない

　  工事用水    構内既存の施設 ･ 利用できる( * 有償 ･ 無償)   * 利用できない

  (2.5.1)による。

  危険物貯蔵所、材料置場、下小屋仮設物撤去その他は、(2.4.2)～(2.4.3)による。

　  監督職員事務所     * 設ける(請負者事務所に併設、又は事務所内に設ける。

　  設置箇所       ･ 図示による。      ･ (                 )

　  種別           ･ Ａ種         * Ｂ種        ･ Ｃ種

                         規模は20㎡程度とし、電灯･給排水･空調設備を設ける。

仮 設 物

                         備品については、監督職員と請負者と協議の上決定する)

仮設物撤去その他

仮 設 間 仕 切 り

電力

                       ･ 設けない

仕上     ･ SOP          ･ 仕上なし        ･ その他 (              )

範囲     ･ 図示         ･ 現場説明書      ･ 敷地全周      ･ 監督職員の指示

仕様     ･ 成形鋼板     ･ 波形亜鉛鉄板    ･ 構造用合板      ･ シート張り仮 囲 い２.

　  内部足場         * 脚立                   ･ (              )

　  外部足場         ･ Ａ種(枠組足場)         ･ Ｂ種(単管本足場)

                     ･ Ｃ種(仮設ゴンドラ)     ･ Ｄ種(移動式足場)

                     ･ 階段入口部は朝顔養生とする。

                     ･ グリーンネット張り

                     ･ くさび緊結式足場（ビケ足場)

                       （階段入口部は朝顔養生とする）

  網その他関係法令等に従い、適切な材料及び構造のものとし、適切な保守監理を行う。

  足場、桟橋、仮囲い等は、労働安全衛生法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要

部監修「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)令和4年度版」による。

６.

(2.2.1) 

(表2.2.1) 

３.

４.

５.

                                    ･ Ｄ種      ･ Ｅ種

　  材料、撤去材等の運搬方法        ･ Ａ種      ･ Ｂ種      ･ Ｃ種

２

足 場 ・ そ の 他１．

  建築基準法、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、労働安全衛生法、

  棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努める。その他、(1.3.7)(b)～(g)

  工事施工に伴う災害の防止及び環境の保全に努める。また、工事に伴い発生する廃

８．施工中の安全確保

  び「建設副産物適正処理推進要網」(平成５年1月12日建設省経建発第3号)に従い、

及び環境保全   環境基準法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、その他関係法令等による

  ほか、「建設工事公衆災害防止対策要網」(平成５年1月12日建設省経建発第1号)及

  による。

  特記仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指

                       主要な材料・機器一覧表等、監督職員の指示する書類とする。

　デジタルカメラによる撮影は300万画素以上で撮影する。

  デジタルカメラによる撮影

　･　24×36以上

　･　24×36以上

　･　24×36以上

　*　60×90以上

　･　24×36以上

　*　60×90以上

  ･  ３ 部

  ･  

  ･  １ 部

  *　３ 部

  ･  

  *　１ 部

  *　１ 部

  ･  ２ 部

  *　１ 部

撮影枚数

  *　サービス版

  ･  Ｌ  版

  *　サービス版

  *　サービス版

  ･  Ｌ  版

  *　サービス版

  ･  Ｌ  版

  ･  カラー

  ･  カラー

  ･  カラー

  *　モノクローム

  *　モノクローム

  *　モノクローム

 ・　実態調査用

 ・　完　成　時

 ・　工　事　中

 ・　着　工　前

指示ある箇所

分　　　　類 原版の大きさ規　　　格 部　数

枚

枚 指示ある箇所

備　　　考

枚

枚

指示ある箇所

区　　　分

枚

  *　モノクローム

  *　サービス版

　･　24×36以上

･ 不要

* 必要    (形状、寸法については、監督職員の承諾を受ける)鍵 箱19．

  下記のものを監督職員に提出する。ただし原版は除く。　

  工事中、取合部その他本工事範囲以外の部分に汚損を生じた場合は原形に復旧する。

  施 工 図　設備機器の位置、取合いなどの検討のできる施工図を提出して、監督

  工事完成時の提出図書は、(1)完成図(2)保全に関する資料(3)監督職員が指示す

  工事検査及び技術検査は、(1.7.1)～（1.7.2）による。

  施工、技能士、技能資格者、工程の施工の確認及び報告、施工の検査等、施工の

  着工に先立ち、施工計画作成のための調査を行う。その他、(1.5.1)～(1.5.3)に

  環境への配慮、材料の品質等、材料の搬入、材料の検査等、材料の検査に伴う試

  発生材の処理は、(1.3.8)(b)(1)～(3)による｡

  発生材の抑制、再利用、再生資源化及び再生資源の積極的活用に努める。なお、

  ～(1.6.9)による。

  検査等に伴う試験、施工の立会い等、工法の提案、化学物質の濃度測定は、(1.6.1)

* 専門業者

・ 監督職員の指示による。

特別な材料の工法

12．

                       記入内容は監督職員の指示による｡原図、作成方法、CAD作

  完成写真は下記業者の撮影とし、箇所及び方法については監督職員の指示による。　

  る書類とする。

工事検査及び技術

施 工 調 査

(2) 保全に関する資料･･･保全に関する資料は、建築物等の保守に関する説明書、機

  よる。

10．

９．

                       器取扱い説明書、機器性能試験成積書、官公署届出書類、

検査

・ 可

                       成、提出部数等は標準仕様書(1.8.2)による。

発生材の処理等

工 事 写 真 等

13．

  設計図書に定められた以外に、発生材の再利用、再資源化及び再生資源の活用を行

完成時の設計図書

16．

14．

(1) 完成図･････････････工事目的物の完成時の状態を表現したものとし、種類及び

15．

  う場合は、監督職員と協議する。

設備工事との取合

       工 事 中

       着 工 前

18．

･ 監督職員の承諾する撮影者

施 工

材 料

  験、材料の保管は、(1.4.1)～(1.4.6)による。

・ 不可

・ 監督職員の指示による。

・ 不可       完成写真

     ･ 監督職員の承諾する専門業者

・ 不可

・ 監督職員の指示による。

既存建物との取合

    　　　　　職員の承諾を受ける。

11．

・ 可

・ 可

17．

  定工法による。又、資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

１

章 項 目 特 記 事 項 特 記 事 項

３

項 目章

　  適用範囲、基本要求品質、施工一般については、(3.1.1)～(3.1.3)による。一 般 事 項１．

４

章 項 目 特 記 事 項

  　 　印と * 印のある場合は、共に適用する。

  　 　印と * 印のある場合は、 　印のついたものを適用する。

  　 　印のない場合は、* 印のついたものを適用する。

３）特記事項は 　及び 　印のついたものを適用する。

２）項目は番号に 　印のついたものを適用する。

１）章は番号に　 印のついたものを適用する。

    編)｣を示す。

６）特記事項に「標準仕様書」とあるのは「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事

    項目、当該図、当該表を示す。

４）特記事項に記載の（    ）内の表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該

特 記 仕 様２.

５）形状、寸法の単位は、特記なき限りmm(ミリメートル)とする。

完遂を計ること。又、業者間で発生した問題等についても当事者間で処理のこと｡

員の承認を得るものとする。尚、工事責任者間の打合せを密に行い、協力して工事の

収集し、打合せを行うものとする。請負者は定例会議議事録をとり、その都度監督職

  工事の円滑化を計る為、監督職員の指示により工事期間中定期的に各工事責任者を

  敷地内の工事に使用する道路は、施工者にて適宣整理すること｡

Ⅱ

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕適 用 基 準 等１．

各工事に於いての他の工事との関連ある事項は各々該当の記載事項を参照すること。

  本特記仕様書は各標準仕様書及び補足事項に記載なき仕様を特記するものであり､

尚、試験に要する費用はすべて請け負い業者の負担とする。

提出し、又は、監督職員の認める試験所で試験を行い確認を受けなければならない。

様に必要な保護設備を計画し、監督職員及び各関係の承認を得て実施する。万一損害

  本工事の施工に伴う提出書類は別紙に定める他必要に応じて監督職員と協議の上、

  本工事に使用する材料のうち監督職員により指示あるものに関してはその成績表を

のは、監督職員の指示に従い請け負い金額の範囲内において施工するものとする。

作成するものとする。及びこれに準ずる規格。

屋上防水改修工事・外壁改修工事

会     議

７.

15.

は完全に復旧すること。

そ の 他

とする。工事完了後、建物引き渡し前に全体の清掃を行い工事による公道の損傷部分

９.

14.

適 応 範 囲

６.

のとする。設計図書に記載無くとも外観上、構造上、設備上当然必要と認められるも

提 出 書 類11.

を与えた時は速やかに応急手当、復旧工事をし、これに要した費用は、請負者の負担

13.

工 事 範 囲

仮 設 道 路

12.

  本工事の設計図書に関する疑義は工事契約前に質疑応答書をもって確かめておくも

別 途 工 事

疑     義

  本工事の施工に当り付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して損害を与えない保 護 設 備

材 料 試 験10.

８.

改  修  工  事  仕  様  書

Ⅰ

延床面積：　　 －  ㎡      

建築面積：  　 －  ㎡

敷地面積：     －  ㎡

構    造：    鉄筋コンクリート(PC)造

工 事 名 称

工 事 場 所

建 物 用 途

用途地域：・ 第１種低層住居専用地域      ・ 第２種低層住居専用地域

          ・ 第１種中高層住居専用地域    ・ 第２種中高住居専用地域

その他の区域、地域、地区、街区

          ・ 準工業地域     ・ 工業地域         ・ 工業専用地域

　　　　　・ 準都市計画区域内　　・ 都市計画区域及び準都市計画区域外

          ・ 準住居地域     ・ 近隣商業地域     ・ 商業地域

          ・ 第１種住居地域              ・ 第２種住居地域

防火地域：・ 防火地域    ・ 準防火地域    ・ 指定なし    ・ 法22条区域

１．

３．

建 物 概 要４.

２.

          ・ 指定なし

１

項 目 特 記 事 項章

  施工図は完了引渡し時に２つ折製本２部(発注者用、監督職員用)を提出すること。

  施工管理、施工管理技術者、電気保安技術者、工事用電力設備の保安責任者、施

  施工図等を当該工事の施工に先立ち作成し、監督職員の承諾を受ける。ただし、

  工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、

  工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。その他、

  (1.1.2)～(1.1.13)による。

  すべての設計図書は、相互に補完するものとする。ただし、設計図書間に相違が

　(1.1.1)適用範囲(a)～(e)による。

  ～(1.3.13)による。

  (1.2.1)(b)～(e)による。

施 工 計 画 書

優先順位

  (b)(c)による。

  8.)による。

３.

４．

適 用 範 囲

設 計 図 書 等 の

その他一般事項

５．

実 施 工 程 表

  ある場合の優先順位は、次の順番による。ただし、これにより難しい場合は(1.1.

７．

１．

工 事 現 場 管 理

２.

  工条件、品質管理、交通安全管理、災害時の安全確保、養生、後片付けは、(1.3.1)

  あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。その他、(1.2.3.)

施 工 図 等

  監督職員に提出する。その他、(1.2.2)(b)～(d)による。

６．

 1．質疑回答書  2．現場説明書  3．特記仕様書  4．設計図面  5．改修標準仕様書

都市計画：・ 都市計画区域内(・ 市街化区域 ・ 市街化調整区域 ・ 区域区分非設定)

図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計

-

-

※特記事項

（共通）特記仕様書1

A-01

 1/全23

福岡県嘉麻市上山田1065番地 7

規    模：地上 ３ 階  地下 － 階

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟



章 項 目

４

特 記 事 項

タイル張り仕上げ   適用範囲、一般事項は、(4.5.1)～(4.5.4)による。

   外壁の補修   ･ 樹脂注入方法     (4.3.4)及びメーカ仕様による。

        * 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法   ･ 手動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　      ･ 機械式エポキシ樹脂注入工法 

  ･ Ｕカットシール材充填工法   (4.5.7)及びメーカー仕様による。

  ･ タイル部分張り替え工法     (4.5.8)及びメーカー仕様による。

  ･ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法 (4.5.9) 及びメーカー仕様による。

  ･ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法 (4.5.10)及びメーカー仕様による。

  ･ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

                                               (4.5.11)及びメーカー仕様による。

  ･ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

                                               (4.5.12)及びメーカー仕様による。

  ･ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

                                               (4.5.13)及びメーカー仕様による。

  ･ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

                                               (4.5.14)及びメーカー仕様による。

  ･ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法  

                                               (4.5.15)及びメーカー仕様による。

  ･ 目地改修工法                (4.5.16)及びメーカー仕様による。

項 目章

７

特 記 事 項

１．一 般 事 項   適用範囲､基本要求品質､材料、その他は､(7.1.1)～(7.1.7)による｡

２．下 地 調 整 ･ 木部面             ･ ＲＡ種     * ＲＢ種    ･ ＲＣ種

･ 鉄面               ･ ＲＡ種     ･ ＲＢ種    * ＲＣ種

･ 亜鉛めっき面       ･ ＲＡ種     ･ ＲＢ種    * ＲＣ種

･ モルタル及びプラスター面         ･ ＲＡ種   ･ ＲＢ種   * ＲＣ種

･ コンクリート及びＡＬＣパネル面   ･ ＲＡ種   ･ ＲＢ種   * ＲＣ種

･ 石こうボード及びその他ボード面   ･ ＲＡ種   ･ ＲＢ種   * ＲＣ種

３．錆止め塗料塗り  　 塗料種別

    ･ 鉄鋼面         ･ 屋外 ( * Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種 )

                     ･ 屋内 ( ･ Ａ種   * Ｂ種   ･ Ｃ種 )

             Ａ種の場合の塗料  * 鉛丹錆止めペイント    ･ (                )

                               ･ 1種    ･ 2種

    ･ 亜鉛めっき面             * Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種

  　錆止め塗料塗り

･ 鉄鋼面                  ･ Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種

･ 亜鉛めっき面            ･ Ａ種   ･ Ｂ種   * Ｃ種

４．合成樹脂調合ペイ 　  塗料の種類            * 1種    ･ (       )

ント塗り(ＳＯＰ)   ･ 木部面                * Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種

  ･ 鉄鋼面                ･ Ａ種   * Ｂ種   ･ Ｃ種

  ･ 亜鉛めっき面          * Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種

５．フタル酸樹脂エナ ･ 木部面                  ･ Ａ種    * Ｂ種   ･ Ｃ種

メル塗り(ＦＥ) ･ 鉄鋼及び亜鉛めっき面    ･ Ａ種    * Ｂ種   ･ Ｃ種

６．アクリル樹脂系非  ･  コンクリート、モルタル面    ･ Ａ種    * Ｂ種

水分散形塗料塗り

７．アクリル樹脂エナ  ･  コンクリート、モルタル面    ･ Ａ種    * Ｂ種   ･ Ｃ種

メル塗り(ＡＥ)

 ･  屋外鉄鋼面                  * Ａ種      ･ Ｂ種 　　・ Ｃ種８．耐候性塗料塗り

(ＤＰ)
 ･  屋外亜鉛めっき面            * Ａ種      ･ Ｂ種　 　・ Ｃ種 

 ･  屋外コンクリート面          * Ａ種      ･ Ｂ種  　 ・ Ｃ種 

９．アクリルシリコン  ･  屋外鉄鋼面                  ･ Ａ種      * Ｂ種 

エナメル塗り  ･  屋外亜鉛めっき面            ･ Ａ種      * Ｂ種 

(２-ＡＳＥ)  ･  屋外コンクリート面          ･ Ａ種      * Ｂ種 

10．常温乾燥形ふっ素  ･  屋外鉄鋼面                  ･ Ａ種      ･ Ｂ種 

樹脂エナメル塗り  ･  屋外亜鉛めっき面            ･ Ａ種      ･ Ｂ種 

(２-ＦＵＥ)  ･  屋外コンクリート面          ･ Ａ種      ･ Ｂ種 

11．つや有合成樹脂エ    コンクリート、モルタル、プラスター

マルションペイン           石こうボード、その他ボード面   ･ Ａ種    * Ｂ種   ･ Ｃ種

ト塗り(ＥＰ-Ｇ)

12．合成樹脂エマルシ    コンクリート、モルタル、プラスター

ョンペイント           石こうボード、その他ボード面   ･ Ａ種    * Ｂ種   ･ Ｃ種

(ＥＰ)

13．多彩模様塗料塗り ･ コンクリート、モルタル、プラスター、石こうボード、木部面

(ＥＰ-Ｍ)                                             (表7.13.1)による。

･ 鉄鋼、亜鉛めっき面            ･ Ａ種      * Ｂ種

14．合成樹脂エマルシ ･ 屋内コンクリート、モルタル、プラスター、石こうボード面

ョン模様塗料塗り     ･ Ａ種     * Ｂ種     ･ Ｃ-1種    ･ Ｃ-2種    ･ Ｃ-3種

(ＥＰ-Ｔ)

15．ウレタン樹脂ワニ    木部面                      ･ Ａ種      * Ｂ種

ス塗り(ＵＣ)

16．クリヤラッカー    木部面                      ･ Ａ種      * Ｂ種

塗り(ＣＬ)

17．オイルシテイン    木部面          (表7.17.1)による。

塗り(ＯＳ)

18．その他塗料塗り

19．材 料   使用する材料は、平成15年7月 建築基準法改正によるシックハウス対策適合品

  とする。

章 項 目 特 記 事 項

６

(表6.6.1) 

(表6.6.2) 

 (表6.7.1) 

(表6.5.2) 

(表6.5.2) 

(表6.5.1) 

特 記 事 項項 目

６

章

１．一 般 事 項

２．既存床の撤去並び

に下地補修

３．既存壁の撤去並び

に下地補修

４．既存天井の撤去並

びに下地補修

５．木 下 地 等

６．鉄筋コンクリート

造等の内部間仕切

軸組及び床組

７．窓､出入口その他

８．床 板 張 り

９．壁及び天井下地

10．軽量鉄骨天井下地                       ･ 屋内( * 19形 ･ 25形) ･ 屋外( ･ 19形 * 25形)

11．軽量鉄骨壁下地                                     ･ 50形  * 65形  ･ 90形  ･ 100形●  材料 スタッド･ランナー等の種類

●  形式及び寸法､工法は､(6.7.3)(6.7.4)による｡

12．ビニル床シート、

ビニル床タイル及

びゴム床タイル張

13．カーペット敷き

14．合 成 樹 脂 塗 床

15．フローリング張り

                         ･ モザイクパーケット )

    ･ 複層フローリング ( * １種    ･ ２種    ･ ３種 )

    樹種      ･ ぶな    ･ なら    ･ さくら    ･ (        )

    厚さ      ･ 12.5㎜    ･ 15.0㎜    ･ (       )

16．畳 敷 き

●  材料    (6.11.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。

    ･ 単層フローリング ( ･ フローリングボード    ･ フローリングブロック

●  工法、その他は、(6.11.3)～(6.11.8)及びメーカー仕様による。

●  材料    (6.12.2)及びメーカー仕様による。

(表6.13.3) 

(6.16.5) 

17．石こうボード、そ

の他ボード及び合

板張り                                    ･ 下地張り   ･ 上張り

18．壁 紙 張 り

19．モ ル タ ル 塗

20．タ イ ル 張 り

21．セルフレベリング

材塗り

22．木 製 建 具

23．そ の 他

●  材料    (6.13.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。

  ･ 石こうボード(GB-R)    厚さ等   ･ 9.5   ･ 12.5   ･ 15.0

  ･ 化粧石こうボード(GB-D)  厚さ   ･ 9.5   ･ (       )

      ･ 一般   製 造 所  ：

               仕様、品番：

      ･ 和天   製 造 所  ：

               仕様、品番：

  ･ シージングボード(GB-S)   厚さ等   ･ 9.5   ･ 12.5   ･ 15.0

                                      ･ 下地張り   ･ 上張り

  ･ 強化石こうボード(GB-F)   厚さ等   ･ 9.5   ･ 12.5   ･ 15.0

                                      ･ 下地張り   ･ 上張り

  ･ けい酸カルシウム板    厚さ   ･ 5.0    ･ 6.0    ･ 8.0    ･ (       )

  ･ パーティクルボード    厚さ   ･ 10.0   ･ 12.0   ･ 12.5   ･ 15.0   ･ 20.0

  ･ 硬質繊維板(HB,MDF)    厚さ   ･ 3.5    5.0      ･ (       )

  ･ 普通合板    樹種   ･ ラワン ( ･ 1種   ･ 2種)   ･ 針葉樹 ( ･ 1類   ･ 特類)

                       ･ しな ( ･ 1類   ･ 2類)

                厚さ   ･ 2.5   ･ 4.0   ･ 5.5   ･ 9.0   ･ 12.0   ･ 15.0

  ･ 天然木化粧合板    製 造 所  ：

                      仕様、品番：

  ･ 特殊加工化粧合板  製 造 所  ：

                      仕様、品番：

  ･ 不燃化粧板        製 造 所  ：

                      仕様、品番：

  ･ 木毛セメント板    厚さ   ･ 25.0㎜   ･ (       )

  ･ 繊維混入珪酸カルシウム板  製造所：

                      仕様、品番：

●  工法は、(6.13.3)による。

      ･ 合板類の張り付け        ･ Ａ種        * Ｂ種

      ･ 石こうボードの目地工法  ･ 継目処理工法  ･ 突付け工法  ･ 目透し工法

●  材料    (6.14.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。●  材料    (6.14.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。

●  製 造 所  ：

●  仕様、品番：  ･ 壁  (                                             )

                        (                                             )

                  ･ 天井(                                             )

                        (                                             )

●  施工については、(6.14.3)による。

●  材料､調合及び塗厚､下地処理､工法､その他は､(6.15.1)～(6.15.7)による｡

●  適用範囲､一般事項､目地等､養生､その他は､(6.16.1)～(6.16.5)による｡

●  施工図  施工に先立ち､タイル割付図を作成し､監督職員の承諾を得る｡

●  材料､張り付け用材料､その他は､(6.16.3)～(6.16.4)による｡

●  きじの種類         ･ 陶器質        ･ 磁器質        ･ せっき質

●  形状・寸法         ･ (        )    ･ (        )    ･ (        )

●  製造所             ･ (                            )

●  製造所、仕様、品番：

●  工法は、(6.12.3)及びメーカー仕様による。

●  施工場所･仕様･品番 ･ (                            )

●  工法､施工､その他は、(6.16.5)による。

●  工法  ･ 床タイル張り

                       ･ (                            )

                       ･ (                            )

                       ･ (                            )

          ･ 壁タイル張り  ･ 密着張り    ･ 改良積上げ張り      ･ 改良圧着張り

               厚さ：     ㎜             その他建具表による。

           ･ かまち戸   ･ ふすま   ･ 紙張り障子      * 接着剤(Ｆ☆☆☆☆)

●  その他材料、形状、仕上、寸法は、建具表による。

(表7.2.2) 

(表7.2.3) 

(表7.2.4) 

(表7.2.5) 

(表7.2.5)(表7.2.6) 

(表7.2.7) (表7.2.7) 

(表7.3.1) 

(表7.3.2) 

(表7.3.3) 

(表7.3.4) 

(表7.4.2) 

(表7.4.1) 

(表7.4.2) 

(表7.4.3) 

(表7.5.1) 

(表7.5.2) 

(表7.6.1) 

(表7.7.1) 

(表7.8.2) 

(表7.8.3) 

(表7.8.4) 

(表7.9.1) 

(表7.9.2) 

(表7.9.3) 

(表7.10.1) 

(表7.10.2) 

(表7.10.3) 

(表7.11.1) 

(表7.12.1) 

(表7.13.2) 

(表7.14.1) 

(表7.15.1) 

(表7.16.1) 

●  畳の種別     ･ Ａ種   ･ Ｂ種   ･ Ｃ種   ･ Ｄ種   ･ スタイロ畳

                 ･ (                 )

    製 造 所  ：

    仕様、品番：

●  仕様､品番：

●  製造所   ：

●  材料､調合､塗厚､下地処理､工法は､(6.17.2)～(6.17.5)及び､メーカー仕様による｡

●  材料   建具材の加工及び組立時の含水率    ･ Ａ種   * Ｂ種   ･ Ｃ種

           ･ フラッシュ戸の表面材(Ｆ☆☆☆☆)

               ･ ラワン合板   ･ しな合板   ･ プリント合板   ･ 化粧合板

●  適用範囲、基本要求品質については、(6.1.1)(6.1.2)による。

●  使用する材料及び接着剤等は、Ｆ☆☆☆☆品を使用すること。

●  他の部位との取り合い等､工法は､(6.1.3)(6.1.4)による。

●  有害物質を含む材料処理  改修部に石綿､鉛等の有害物質を含む材料が使用されて

                          いる場合は､監督職員と協議する｡

●  既存床仕上材の除去等  工法は(6.2.2)(a)による。

●  コンクリート又はモルタル面の下地処理  工法は､(6.2.2)(b)による｡

●  コンクリート間仕切壁等の撤去  工法は(6.3.2)(a)による。

●  不製及び軽量鉄骨間仕切壁等の撤去  工法は､(6.3.2)(b)による｡

●  壁下地及び下地張り等を残した仕上材の撤去  工法は､(6.3.2)(c)による｡

●  モルタル､タイル､布地､壁紙等の撤去  工法は､(6.3.2)(d)による｡

●  天井の撤去  工法は､(6.4.2)(a)による｡

●  照明器具等の位置が変わる場合  工法は､(6.4.2)(b)による｡

●  一般事項は、(6.5.1)による｡

●  表面仕上の程度       ･ Ａ種     * Ｂ種     ･ Ｃ種

● 木材の含水率   構造材、下地材  * Ａ種(20％以下) * Ｂ種(25％以下)

●  樹種､品等

                  造作材          * Ａ種(18％以下) * Ｂ種(20％以下)

     構造材(床組､軸組､小屋組)  ･ 松   ･ 杉   ･ 桧   ･ 米栂   ･ 他図示による｡

                               ･ １等    ･ 特１等    ･ 上小節    ･ 

     造作材  敷居              ･ 松   ･ 杉   ･ 桧   ･ 米栂  

                               ･ メルサワ    ･ 上小節

             建具吊元          ･ 杉   ･ 松   ･ 桧   ･ 上小節   

             その他見え掛り    ･ 杉   ･ 松   ･ 桧   ･ 米栂   ･ 上小節   

     下地材(壁､天井下地等)     ･ 杉   ･ 松   ･ 米栂   ･ １等   ･ 特１等  

●  代用樹種    (表6.5.4)により､監督職員の承諾を受ける｡

●  集成材等    Ｆ☆☆☆☆品とする｡その他(6.5.2)(b)による｡

●  床張り用合板等    Ｆ☆☆☆☆品とする｡その他(6.5.2)(c)による｡

●  接着剤    Ｆ☆☆☆☆品とする｡(6.5.2)(f)による｡

●  釘､金物､木レンガ    (6.5.2)(d)(e)(g)による｡

●  防腐処理    (6.5.2)(h)による｡

                * クレオソート  ２回塗        ･ 無色防腐剤  ２回塗

・ 防蟻処理   クロルピリホル無添加品の社団法人日本白蟻対策協会の認定薬剤とし､

              監督職員の承諾を得る｡保証期間は(５年)とする｡

              施工箇所   * １階土間コンクリート部

                         * １階床組部(束､土台､大引､根太､見え隠れ､柱FL+1.0ｍ)

                         * 各階床組部(束､土台､大引､根太)

・ 防虫処理   ラワン材等を使用する場合は､｢広葉樹製材の日本農林規格｣による｡

              保存処理Ｋ１の防虫処理を行う｡

●  樹種、品等

      間仕切軸組      * 杉    ･ 松    ･ 桧    ･ 米栂    ･ 他図示による

                      ･ １等    ･ 特１等    ･ (      )

      床組            * 杉    ･ 松    ･ 桧    ･ 米栂    ･ 他図示による

                      ･ １等    ･ 特１等    ･ (      )

●  工法      継手､仕口､取付けは、(表6.5.9)による｡

●  樹種､品等

      吊元枠､水掛りの下枠､敷居   * 桧   ･ 杉   ･ 松   ･ 米栂   ･ (      ) 

                                 ･ １等    ･ 特１等    * 上小節

      その他                     * 杉   ･ 松   ･ 桧   ･ 米栂   ･ (      )

                                 ･ １等    ･ 特１等    * 上小節

●  工法  縦枠､上枠､下枠､その他は､(表6.5.10)による｡

●  工法  下張り用床板､畳下床板､縁甲板張り､上り框等の工法は､(表6.5.11)による｡

●  樹種､品等         * 杉      ･ 松      ･ 桧      ･ 米栂      ･ (      )

                      ･ １等     ･ 特１等    ･ (      )

●  工法  断面寸法､間隔､取付け､その他は､(6.5.6)(表6.5.12)による｡

●  材料  野縁の種類

●  形式及び寸法､工法は､(6.6.3)(6.6.4)による｡

●  材料    (6.8.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。

    ･ ビニル床シート   ･ ビニル床タイル   ･ クッションフロアー   ･ ビニル巾木

    厚さ ･ (      ㎜)   ･ (      ㎜)         高さ ･ 60   ･ 75   ･ 100

    仕様、品番：

    製 造 所  ：

    製 造 所  ：

    仕様、品番：

●  工法については、(6.8.3)による。

●  材料    (6.9.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆(接着剤共)とする。

　  ･ 織じゅうたん   ･ タフテッドカーペット   ･ ニードルパンチカーペット

　  ･ タイルカーペット

    厚さ ･ (      ㎜)   ･ (      ㎜)         形状 ･ (    ×    ㎜)

    製 造 所  ：

    仕様、品番：

●  工法については、(6.9.3)及びメーカー仕様による。

●  材料    (6.10.2)及びメーカー仕様による。Ｆ☆☆☆☆とする。

    ･ 弾性ウレタン塗床材   ･ エポキシ樹脂塗床材      

    塗り厚   * 2.0㎜   ･ (    ㎜)

    製 造 所  ：

    仕様、品番：

●  工法、施工管理については、(6.10.3)(6.10.4)及びメーカー仕様による。

(表6.12.1) 

５

一 般 事 項 ●  適用範囲､基本要求品質､防火戸､見本の製作、取付調整その他は､(5.1.1)～(5.1.7)

  による。

２．改 修 工 法  ･ 既存建具を新規金属製建具に改修する場合

            ･ かぶせ工法            ･ 撤去工法

 ･ 新規に金属製建具を設置する場合    (5.1.3)による。

３．アルミニウム製 ●  性能及び構造      種別        * Ａ種    ･ Ｂ種    ･ Ｃ種

建具                       耐風圧性    * Ｓ-4    ･ Ｓ-5    ･ Ｓ-6

                      気密性      * Ａ-3    ･ Ａ-4

                      水密性      * Ｗ-4    ･ Ｗ-5

                      枠の見込み寸法        ･ 70㎜    ･ 100㎜

●  材料、形状及び仕上、工法は、(5.2.3)～(5.2.5)及び建具表による。

●  網戸   ･ 無   ･ ステンレス製   * ガラス繊維入り合成樹脂製   ･ 合成樹脂製

●  製造所：

４．鋼 製 建 具 ●  性能、構造、材料、形状、仕上、工法は、(5.3.2)～(5.3.6)及び建具表による。

●  製造所：

５．軽 量 鋼 製 建 具 ●  性能、構造、材料、形状、仕上、工法は、(5.4.2)～(5.4.6)及び建具表による。

●  製造所：

６．ステンレス製建具 ●  性能、構造、材料、形状、仕上、工法は、(5.5.2)～(5.5.5)及び建具表による。

●  製造所：

７．建 具 金 物 ●  材質、形状、寸法、取付、施工は、(5.6.2)～(5.6.4)及び建具表による。

●  鍵      マスターキーの製作    * 有      ･ 無

            製造所：ゴール、美和ロック、昭和ロック、他同品質以上。

            本数      * 3本1組 (室名札をつけ、鍵箱に収納し引き渡すこと。)

８．自動ドア開閉装置 ●  性能、機構、工法は、(5.7.2)～(5.7.4)及び建具表、メーカー仕様による。

●  製造所、仕様､品番：

９．自閉式上吊引戸 ●  材料、性能、工法は、(5.8.2)～(5.8.4)及び建具表、メーカー仕様による。

装置 ●  製造所、仕様､品番：

10．重量シャッター ●  形式及び機構、材料、工法等は、(5.9.2)～(5.9.5)及び建具表、メーカー仕様に

  よる。

●  開閉機構による種類    * 上部電動式(手動併用)  　 ･ 上部手動式

●  製造所、仕様､品番：

11．軽量シャッター ●  形式及び機構、材料、工法等は、(5.10.2)～(5.10.5)及び建具表、メーカー仕様

  による。

●  開閉形式      　 　  ・ 上部電動式(手動併用)  　 * 手動式

●  製造所、仕様､品番：

12．オーバーヘッド ●  形式及び機構、材料、工法等は、(5.11.2)～(5.11.5)及び建具表、メーカー仕様

ドア   による。

●  製造所、仕様､品番：

13．ガ ラ ス ●  材料   種類及び厚さ   (5.12.2)及び建具表による。

           ガラス留め材

             ･ アルミニウム製建具    * ガスケット(防火戸は除く)    ･ パテ

             ･ 鋼製建具              * シーリング(防火戸は除く)    ･ パテ

             ･ 木製建具              * 木製押え縁   ･ シーリング   ･ パテ

●  ガラス溝の寸法及び形状、工法は、(5.12.3)(5.12.4)による。

  ･ ガラスブロック積み      (5.12.5)及びメーカー仕様による。

        製造所   ：

        仕様､品番：

14．オ ペ レ ー タ ー ●  開閉形式      * 手動式     ･ 電動式

        製造所   ：

        仕様､品番：

(5.1.3) 

(5.2.2) 

(表16.10.1) 

(5.12.2)(b) 

１．

軒 天 塗 装 　  仕様、品番、色： 軒天：外装薄塗材E （Ｆ☆☆☆☆）

７．

10．

塗り仕上げ外壁等 　  適用範囲、一般事項は、(4.6.1)～(4.6.2)による。

   の改修

　  下地調整、工法は、(4.6.4)(4.6.5)及びメーカー仕様による。

     ･ 水洗い工法        ( 処理範囲     * 全上以外の全面    ･ 図示 )

     ･ 塗膜はく離剤工法  ( 処理範囲   * 既仕上面全面   ･ 改修範囲   ･ 図示 )

     ･ 高圧水洗浄工法    ( 処理範囲   * 既仕上面全面   ･ 改修範囲   ･ 図示 )

     * サンダー工法      ( 処理範囲   * 既仕上面全面   ･ 改修範囲   ･ 図示 )

　  既存塗膜等の除去及び下地処理

　  部分改修工法          (4.6.6)による。

８．

外 壁 塗 装 　  仕様、品番、色： 外壁：外装薄塗材 E（Ｆ☆☆☆☆）（ゆず肌状ローラー仕上げ）９．

　　外部側は全て塗装とする。それ以外は補修箇所のみ塗装とする。

　　　屋上の軒天、パラペット、階段室天井、踊り場手摺外部側及びバルコニー腰壁

※特記事項

-

-

設　計 図面縮尺承　認

工事名

図面名

担　当

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

図面番号

（共通）特記仕様書2

A-02

 2/全23

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟



a 全面高圧洗浄による水洗い、ケレン清掃。（保護層非撤去）

b 屋根スラブPC版に残置する吊環の撤去。

c 既存ドレイン廻りの補修。

e 屋根全面（立上り部含む）に下地調整の上、ポリマーセメント系無機質塗膜防水。（X-2ﾀｲﾌﾟ工法）

f アルミ笠木の新設。

g TVアンテナマスト及び、ケーブルテレビ配線金物取外し、復旧。

h TV配線用架台の新設。

a 足場設置後、全面高圧洗浄による水洗い（階段内壁はデッキブラシ洗浄)と打診調査。補修箇所及び数量を報告すること。

b 建物外部の爆裂、欠損、ひび割れ、及びモルタル浮き等の補修。

c 外装薄塗材Eによる劣化部の塗装補修。（下地調整含む）

d 外壁PC版の付き合わせ目地部はシーリング打替え。（縦・横　既存部分全て撤去の上、打替え）

　（屋上の軒天、パラペット、階段室天井、階段室踊り場手摺外部側及びバルコニー腰壁外部側は全て塗装とする。）

d 屋根スラブPC版の付き合わせ部分、及び吊環部の既存アスファルト防水部に補強シート張り。

・工事期間中は、入居者・近隣住民の安全確保に努めること。

・仮設足場の仮置き場については、嘉麻市及び監督員との協議の上

・現場事務所、仮設トイレ、廃材コンテナ置場は監督員と協議の上

　設置場所を決定する事。

　設置場所を決定する事。

・工事車両の駐車場所は監督員と協議の上決定する事。

※全面にネット養生シートを行う事。（2段目より上）

手摺先行枠組足場（900)を示す。

昇降枠組階段を示す。

屋上、バルコニー（各階）の昇降階段を示す。

階段室の出入り口上、落下防止ネットを示す。

階段室の出入り口上、梁受け枠を示す。

落下防止枠（アサガオ）を示す。

仮囲い（養生用金網枠 H=1.8m）の範囲を示す。

梁渡し（鋼製）を示す。

※　仮設物設置

・現場事務所

・仮設トイレ

注 意 事 項 凡 　 　 例

外壁・床の改修

屋上の改修

改 修 概 要

・廃材コンテナ置き場

・工事関係車両の進入時には、要所に誘導員を配置すること。

仮設計画参考図　　　　S=1/200

案 内 図

配 置 図

屋上渡り 屋上渡りバルコニー渡り

バルコニー渡り

昇降階段昇降階段

臭突管架台取替え用昇降階段

手すり、中さん

ブラケット足場

屋上渡り

バルコニー渡り

屋上渡り

バルコニー渡り

落下防止ネット 落下防止ネット

梁渡し（鋼製）

梁渡し（鋼製）

昇降階段

鋼製朝顔

仮囲い（養生用金網枠 H=1800）

昇降階段

1600棟

1700棟

さくらが丘団地

図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A-03

（共通）案内図・配置図・改修概要・仮設計画図
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山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

A1:1/200

A3:1/400



1600棟　　1階平面図
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PS

UP

押入

室(3)

浴室

便所

物入

玄関

廊下
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物入

玄関

廊下
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押入 押入

室 (3) 室 (1)
D・ K D・ K

洗面所洗面所

浴室

物入

玄関

廊下

室(2)

押入押入

室(1)
D・ K

洗面所

物入 便所物入物入

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

●

●

● ●

●

●

●

●
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※爆裂部、欠損部、ひび割れ部等の各改修部分の寸法、数量は別紙集計表に記載

全面塗装箇所を示す

● 防錆処理の上、ポリマーセメントモルタル充填工法

欠損部　補修

爆裂部　補修

ひび割れ部　補修

0.2mm未満

0.2mm以上

シール工法

ポリマーセメントモルタル充填工法

ポリマーセメントモルタル充填工法

モルタル浮き部　補修

0.25㎡未満

1.00㎡未満

1.00㎡以上

アンカーピン

　

16本/㎡

アンカーピン

25本/㎡

200＠

アンカーピン

アンカーピン

アンカーピン

200＠

アンカーピン

　

アンカーピン

13本/㎡

20本/㎡

13本/㎡

20本/㎡

注入口

12本/㎡

注入口

注入口

20本/㎡

200＠

注入口

12本/㎡

注入口

20本/㎡

Ｕカット工法（ポリウレタン系シーリング材）の上

0.25㎡以上

アンカーピン

アンカーピンニング

同上

同上

同上

同上

同上

全面エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング

同上

外壁改修　凡例表

～

■

一般部

指定部

狭幅部

一般部

指定部

狭幅部

一般部

指定部

改修内容 改修工法符号

▲

部分エポキシ樹脂注入工法

数字のみ　　：個別の塗装なし1

・全体で塗装　（屋上の軒天、パラペット、階段室天井、

　　　　　　　　階段室踊り場手摺外部側、バルコニー腰壁外部側）

丸囲み数字　：個別の塗装あり①

・既存仕上がモルタル塗りで塗装の必要なし

・補修部のみ塗装（外壁等）

　→下地調整（C-1)の上、外装薄塗材E（ローラー塗）仕上

　→下地調整（C-1)の上、外装薄塗材E（ローラー塗）仕上

シーリング材劣化シ

追加補修箇所は朱書き、ダッシュ（’）付き数字で記載

図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/50

A3:1/100

A-04
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山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）凡例・1階平面図
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1600棟　　2階平面図

1600棟　　3階平面図
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図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/50

A3:1/100

A-05
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（1600棟）2階、3階平面図

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟



RDRDRD RDRD

RD RD RD RD RD

RD

TV配線架台新設アイソメ図

屋上露出配管用基礎ブロック　W=450以上

ゴムベース：基礎ブロック下部全面

ダクタークリップ

ダクターチャンネル

不陸調整

モルタル浮き部分撤去の上樹脂モルタル充填

既存縦型ルーフドレイン（10か所）

排水通気管　12か所（既存のまま）

吊環撤去の上樹脂モルタル充填（12ヵ所）

:マンホール蓋 DP塗装

既存屋上凡例

内　容記号

排水通気管（12ヶ所既存のまま）

縦型フードレイン廻りの補修（10ヶ所）

ケーブルテレビ配線金物取付

改修屋上仕上・工法

:アスファルト防水ジョイント部（L4X工法）1.既存防水層

2.洗浄

3.笠木天端下地

4.ドレイン廻り

5.アスファルト防水部

6.屋上水下部

7.屋上全面

8.アスファルト防水部

（スラブ目地、吊環部）

9.屋上防水

10.笠木

:高圧洗浄（7～15MPa）及びケレン・清掃

:樹脂モルタル補修

:樹脂モルタル補修

:カチオン系下地調整材

:不陸調整（図示による）

:カチオン系下地調整剤塗布

:キンセイシートS-15（同等）貼り

　・キンセイプライマー塗布

　・キンセイシート貼り（圧着）

　・キンセイボンド塗布

:ポリマーセメント系塗膜防水　密着工法（平場、立上り部共）

（エクセルテックス101工法同等）

:アルミ笠木取付

（既存ウレタン塗膜防水補修部、モルタル浮き部は悪所のみ撤去）

（スラブ目地、吊環部）

改修屋上凡例

内　容記号

復旧：5ヵ所

新設：2ヵ所

TVアンテナ架台新設5ヵ所（左図参照）

RD

アルミ笠木W=150新設

　・シート端部：キンセイボンド塗布

アスファルト防水　t=10 W=300（既存のまま）

既設ウレタン塗膜防水を示す

RD

RDRDRD RDRD

RD RD RD RD

ケーブルテレビ配線金物取外し、足場移設（5ヵ所）

集合テレビアンテナ取外し、足場移設（1ヵ所）

1600棟　　既存屋上平面図

1600棟　　改修屋上平面図

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/100

A3:1/200

屋上ケーブルテレビ配線、及び金物取外し、足場移設、復旧はケーブルステーション福岡の指定業者が行うこと。

屋上防水施工後に、笠木取付、TVアンテナ復旧、ケーブルテレビ配線及び金物の復旧を行うが、防水層を損傷しないように養生、管理を行うこと。

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A-06
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（1600棟）屋上平面図

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

ケーブルテレビ配線金物取外し足場移設

既存ケーブルテレビ支線が吊環に接続

（吊環は切断撤去）

TV配線架台撤去 5か所

既設アンテナ取外し足場移設

（吊環は切断撤去）

既存ケーブルテレビ支線が吊環に接続

不陸調整

不陸調整

33,900×1,500

33,900×1,500

ケーブルテレビ配線金物再取付（5か所）

集合アンテナ基礎

無機質塗膜防水X-2タイプ工法

基礎防水後、集合アンテナ復旧

TV配線架台5か所新設

下地処理の上DP塗装

屋上マンホール

新設アルミ笠木 W150

ケーブルテレビ配線金物新設

ケーブルテレビ配線金物新設

アスファルト防水　既存のまま　t=10 ∮=300（210か所）



1600棟　　2階天井伏図

1600棟　　1階天井伏図
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シ
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シ
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シ

1.025m

シ

1.025m

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

A-07
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山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）1階、2階天井伏図



1600棟　　3階天井伏図

1600棟　　屋上天井伏図
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シ
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シ

全面塗装箇所を示す

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

A-08
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山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）3階、屋上天井伏図



北側立面図

北側バルコニー展開図

※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）
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シ

7.8+15.5+7.8

シ

3.11×63.11×6

シシ

3.11×63.11×6

シシ

3.11×63.11×6

シシ

BS

UHF

記号

鳩避けネット撤去復旧箇所

BSアンテナ:足場移設、復旧箇所

UHFアンテナ:足場移設、復旧箇所

立面凡例

内　容

全面塗装箇所を示す

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/150

A1:1/75

A-09

 9/全23

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）北側立面図



南側バルコニー展開図

南側立面図

※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）

3F

2F

1F

3F

2F

1F

外

内

外

内

外

内

内

外

内

外

内

外

■ ■

■ ■

■
■

■

■

■ ■

■
■

4

1 2
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5 6
7 8

9

1211
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BS BS
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3

1 2 4 5
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7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
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18 19 20 21 24

25

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

22 23

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●●●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1

●

2 43 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14

15 16

17

18 19 20 21 22

23 24

25 26 27

28

29 30

31

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

46

47 48 49

シ

33.75m

シ

33.75m

シ

7.9m

シ

7.9m

0.3m

シ シ シ

7.9m

0.3m

シ シ

7.9m

0.3m

シ シ

7.9m

0.3m

シ シ

7.9m

0.3m

シ シ

7.9m0.3m 0.3m 0.3m 0.3m 0.3m 0.3m

シ

33.75m

シ

3.5×4

シ

3.5×4

シシ

3.33×4 4.16×2

シシ

3.33×4 4.16×2

シシ

3.33×4 4.16×2

全面塗装箇所を示す

BS

UHF

記号

鳩避けネット撤去復旧箇所

BSアンテナ:足場移設、復旧箇所

UHFアンテナ:足場移設、復旧箇所

立面凡例

内　容

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A3:1/150

A1:1/75

A-10

10/全23

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）南側立面図



東側立面図 西側立面図

※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）

1 32 14 5 6 4327

●

1

●

1

●

2

シ

7.9m

0.3m

シ

7.65m

シ

7.65m

シ

7.9m

0.3m

シ

7.65m

シ

7.65m

7.65m

シ シ

7.65m

全面塗装箇所を示す

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/150

A1:1/75

A-11

11/全23

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）東側立面図、西側立面図



階段室(1) 階段室(2)

階段室(1)　展開図

階段室(1)　天井伏図階段室(1)　平面図
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シ
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図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

A-12

12/全23

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）階段室(1)平面図、天井伏図、展開図



階段室(1) 階段室(2)

1F 1F

2F 2F

3F 3F

階段室(2)　平面図 階段室(2)　天井伏図

階段室(2)　展開図
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シ

2.56×2
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4.05m
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4.05m
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4.05m

シ

4.05m

シ

シ

2.66m

2.66m

シ

4.66m

シ

4.66m

シ

2.98m

シ

2.98m

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A3:1/100

A1:1/50

A-13

13/全23

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1600棟）階段室(2)平面図、天井伏図、展開図



1700棟　　1階平面図

PS

UP

PS

UP

押入

室(3)

浴室

便所

物入

玄関

廊下

押入

室 (2)

押入 押入

室(3) 室 (1)
D・ K

洗面所

物入

浴室

便所

物入

玄関

廊下

押入

室(2)

押入押入

室 (3)室 (1)

浴室

便所

物入

玄関

廊下

押入

室(2)

押入 押入

室 (3) 室 (1)
D・ K D・ K

洗面所洗面所

浴室

物入

玄関

廊下

室(2)

押入押入

室(1)
D・ K

洗面所

物入 便所物入物入

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ
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● ●

●
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19

シ シーリング材劣化

　→下地調整（C-1)の上、外装薄塗材E（ローラー塗）仕上

　→下地調整（C-1)の上、外装薄塗材E（ローラー塗）仕上

・補修部のみ塗装（外壁等）

・既存仕上がモルタル塗りで塗装の必要なし

① 丸囲み数字　：個別の塗装あり

　　　　　　　　階段室踊り場手摺外部側、バルコニー腰壁外部側）

・全体で塗装　（屋上の軒天、パラペット、階段室天井、

1 数字のみ　　：個別の塗装なし

部分エポキシ樹脂注入工法

▲

符号 改修工法改修内容

指定部

一般部

狭幅部

指定部

一般部

狭幅部

指定部

一般部

■

～

外壁改修　凡例表

同上

アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

同上

同上

同上

同上

同上

アンカーピンニング

アンカーピン

0.25㎡以上

Ｕカット工法（ポリウレタン系シーリング材）の上

20本/㎡

注入口

12本/㎡

注入口

200＠

20本/㎡

注入口

注入口

12本/㎡

注入口

20本/㎡

13本/㎡

20本/㎡

13本/㎡

アンカーピン

　

アンカーピン

200＠

アンカーピン

アンカーピン

アンカーピン

200＠

25本/㎡

アンカーピン

16本/㎡

　

アンカーピン

1.00㎡以上

1.00㎡未満

0.25㎡未満

モルタル浮き部　補修

ポリマーセメントモルタル充填工法

ポリマーセメントモルタル充填工法

シール工法

0.2mm以上

0.2mm未満

ひび割れ部　補修

爆裂部　補修

欠損部　補修

防錆処理の上、ポリマーセメントモルタル充填工法●

全面塗装箇所を示す

※爆裂部、欠損部、ひび割れ部等の各改修部分の寸法、数量は別紙集計表に記載

追加補修箇所は朱書き、ダッシュ（’）付き数字で記載

図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/50

A3:1/100

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）凡例・1階平面図

A-14

14/全23



1700棟　　3階平面図

1700棟　　2階平面図
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図面番号

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/50

A3:1/100

山田さくらが丘団地1500棟、1700棟

（1700棟）2階、3階平面図

A-15

15/全23



TV配線架台新設アイソメ図

屋上露出配管用基礎ブロック　W=450以上

ゴムベース：基礎ブロック下部全面

ダクタークリップ

ダクターチャンネル

排水通気管（12ヶ所既存のまま）

縦型フードレイン廻りの補修（10ヶ所）

ケーブルテレビ配線金物取付

改修屋上仕上・工法

:アスファルト防水ジョイント部（L4X工法）1.既存防水層

2.洗浄

3.笠木天端下地

4.ドレイン廻り

5.アスファルト防水部

6.屋上水下部

7.屋上全面

8.アスファルト防水部

（スラブ目地、吊環部）

9.屋上防水

10.笠木

:高圧洗浄（7～15MPa）及びケレン・清掃

:樹脂モルタル補修

:樹脂モルタル補修

:カチオン系下地調整材

:不陸調整（図示による）

:カチオン系下地調整剤塗布

:キンセイシートS-15（同等）貼り

　・キンセイプライマー塗布

　・キンセイシート貼り（圧着）

　・キンセイボンド塗布

:ポリマーセメント系塗膜防水　密着工法（平場、立上り部共）

（エクセルテックス101工法同等）

:アルミ笠木取付

（既存ウレタン塗膜防水補修部、モルタル浮き部は悪所のみ撤去）

（スラブ目地、吊環部）

改修屋上凡例

内　容記号

復旧：5ヵ所

新設：2ヵ所

TVアンテナ架台新設5ヵ所（左図参照）

RD

アルミ笠木W=150新設

　・シート端部：キンセイボンド塗布

1700棟　　改修屋上平面図

1700棟　　既存屋上平面図

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A1:1/100

A3:1/200

屋上ケーブルテレビ配線、及び金物取外し、足場移設、復旧はケーブルステーション福岡の指定業者が行うこと。

屋上防水施工後に、笠木取付、TVアンテナ復旧、ケーブルテレビ配線及び金物の復旧を行うが、防水層を損傷しないように養生、管理を行うこと。

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）屋上平面図

A-16

16/全23

RDRDRD RDRD

RD RD RD RD RD

RD

RDRDRD RDRD

RD RD RD RD

ケーブルテレビ配線金物取外し足場移設

既存ケーブルテレビ支線が吊環に接続

（吊環は切断撤去）

TV配線架台撤去 5か所

既設アンテナ取外し足場移設

（吊環は切断撤去）

既存ケーブルテレビ支線が吊環に接続

不陸調整

33,900×1,500

ケーブルテレビ配線金物再取付（5か所）

集合アンテナ基礎

無機質塗膜防水X-2タイプ工法

基礎防水後、集合アンテナ復旧

TV配線架台5か所新設

下地処理の上DP塗装

屋上マンホール

新設アルミ笠木 W150

ケーブルテレビ配線金物新設

ケーブルテレビ配線金物新設

RD

不陸調整

モルタル浮き部分撤去の上樹脂モルタル充填

既存縦型ルーフドレイン（10か所）

排水通気管　12か所（既存のまま）

吊環撤去の上樹脂モルタル充填（12ヵ所）

:マンホール蓋 DP塗装

既存屋上凡例

内　容記号

アスファルト防水　t=10 W=300（既存のまま）

既設ウレタン塗膜防水を示す

ケーブルテレビ配線金物取外し、足場移設（5ヵ所）

集合テレビアンテナ取外し、足場移設（1ヵ所）

500×150

モルタル浮き撤去モルタル浮き撤去

4,000×150

モルタル浮き撤去モルタル浮き撤去

2,000×150

モルタル浮き撤去

1,500×150 3,700×150

不陸調整

33,900×1,500

アスファルト防水　既存のまま　t=10 ∮=300（210か所）



図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

1700棟　　2階天井伏図

1700棟　　1階天井伏図

（1700棟）1階、2階天井伏図

17/全23

A-17

シ
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シ

1.275m

シ

1.275m

シ

1.275m

シ

1.025m

シ

1.025m

シ

1.025m

シ

1.275m

シ

1.275m

シ

1.275m

シ

1.275m

シ

1.025m

シ

1.025m

シ

1.025m



図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

全面塗装箇所を示す

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

18/全23

A-18

（1700棟）3階、屋上天井伏図

1700棟　　3階天井伏図
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1700棟　　屋上天井伏図



北側立面図

北側バルコニー展開図

※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）
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シシ

BS

UHF

記号

鳩避けネット撤去復旧箇所

BSアンテナ:足場移設、復旧箇所

UHFアンテナ:足場移設、復旧箇所

立面凡例

内　容

全面塗装箇所を示す

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/150

A1:1/75

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）北側立面図

A-19

19/全23



全面塗装箇所を示す

BS

UHF

記号

鳩避けネット撤去復旧箇所

BSアンテナ:足場移設、復旧箇所

UHFアンテナ:足場移設、復旧箇所

立面凡例

内　容

南側バルコニー展開図

南側立面図

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A3:1/150

A1:1/75
　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）南側立面図

A-20

20/全23
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※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）
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東側立面図 西側立面図

※仕上塗材アスベスト含有分析調査済み（アスベスト含有建材なし）
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全面塗装箇所を示す

図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/150

A1:1/75

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）東側立面図、西側立面図

A-21

21/全23



階段室(1) 階段室(2)

階段室(1)　展開図

階段室(1)　天井伏図階段室(1)　平面図
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図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

A3:1/100

A1:1/50

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）階段室(1)平面図、天井伏図、展開図

22/全23

A-22



階段室(1) 階段室(2)

1F 1F

2F 2F

3F 3F

階段室(2)　平面図 階段室(2)　天井伏図

階段室(2)　展開図
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図面番号

担　当

図面名

工事名

承　認 図面縮尺設　計※特記事項

A3:1/100

A1:1/50
　　　　　　　　屋上・外壁等改修工事

山田さくらが丘団地1600棟、1700棟

（1700棟）階段室(2)平面図、天井伏図、展開図

A-23
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